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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器に非接触で電力を送電する送電手段と、
　前記電子機器と通信を行う通信手段と、
　制御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記通信手段を介して前記電子機器が受電可能な電力レベルの情報を
取得し、
　前記送電手段から送電される電力を増減させるための指示を前記通信手段を介して前記
電子機器から受信した場合、前記制御手段は、前記送電手段から送電される電力を変更し
、
　一度の指示で前記制御手段により変更される前記電力の変更量は、前記電子機器が受電
可能な電力レベルに応じて異なることを特徴とする送電装置。
【請求項２】
　前記電力レベルは、前記電子機器が対応する最大受電電力に応じて段階的に分類された
レベルであることを特徴とする請求項１に記載の送電装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、アンプ電圧を調整することにより前記送電手段から送電される電力の
大きさを制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の送電装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、前記通信手段を介して、前記電子機器から電力の増減を要求された場
合に電力の増減ステップ数の情報を受信し、
　前記制御手段は、決定した電力に応じて、前記送電手段によって送電される電力の１ス
テップあたりの増減量を決定することにより電力の増減量を決定することを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記通信手段を介して、前記電子機器が受電可能な電力レベルに応じ
て前記送電手段によって送電される電力に係る情報を前記電子機器に送信し、
　前記制御手段は、前記送信した電力に係る情報に基づいて前記電子機器から送電を許可
された場合に、前記送電手段から前記電子機器に電力を送電するよう制御することを特徴
とする請求項１から４のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記通信手段を介して、前記電子機器が受電可能な電力レベルに応じ
て前記送電手段によって送電される電力に係る情報を前記電子機器に送信し、
　前記送信した電力に係る情報に基づいて前記電子機器から送電を許可されなかった場合
、前記制御手段は、前記送電手段によって送電される電力を下げ、かつ前記下げた電力に
係る情報を改めて前記通信手段を介して前記電子機器に送信するよう制御することを特徴
とする請求項１から５のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記通信手段を介して前記電子機器と周期的に繰り返し通信すること
を特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記電力レベルに応じて、前記通信手段を介して前記電子機器と通信
する周期を異ならせることを特徴とする請求項７に記載の送電装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記電力レベルが低いほど、前記通信手段を介して前記電子機器と通
信する周期を長く設定することを特徴とする請求項７に記載の送電装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記送電手段を用いて前記電子機器に送電する前に、前記通信手段を
介して前記電子機器が受電可能な電力レベルの情報を取得するよう制御することを特徴と
する請求項１から９のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記送電手段を用いた前記電子機器への送電と、前記通信手段を介し
た前記電子機器との通信とを、交互に実行するよう制御することを特徴とする請求項１か
ら１０のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項１２】
　アンテナを更に有し、
　前記送電手段を用いた前記電子機器への送電と、前記通信手段を介した前記電子機器と
の通信とは、どちらも前記アンテナを用いることを特徴とする請求項１から１１のいずれ
か１項に記載の送電装置。
【請求項１３】
　前記通信手段を介した前記電子機器との通信は、ＮＦＣの規格に沿った通信であり、
　前記制御手段は、前記通信手段を介した前記電子機器との通信において、リーダライタ
として動作することを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に記載の送電装置。
【請求項１４】
　電子機器に非接触で電力を送電する送電手段と、前記電子機器と通信を行う通信手段と
を含む送電装置の制御方法であって、
　前記通信手段を介して前記電子機器が受電可能な電力レベルの情報を取得する取得ステ
ップと、
　前記送電手段から送電される電力を増減させるための指示を前記通信手段を介して前記
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電子機器から受信した場合、前記送電手段から送電される電力を変更する制御ステップと
、
を有し、
　一度の指示で前記制御ステップにより変更される前記電力の変更量は、前記電子機器が
受電可能な電力レベルに応じて異なることを特徴とする送電装置の制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１から１３のいずれか１項に記載の送電装置の各手段として機
能させるための、コンピュータが読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、無線により電力を送電するために用いて好適な送電装置、送電装置の
制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コネクタで接続することなく非接触で電力を送信する送電装置と、送電装置から
送信された電力によって装着されている電池の充電を行う電子機器とを含む無線電力伝送
システムが知られている。このような非接触による無線電力伝送システムにおいて、電子
機器に対して電磁誘導現象を利用して送電を行う送電装置が知られている（特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－６３２４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、複数の送電先から特定の送電先となる電子機器を選択できる送電装置は知られて
いる。しかしながら、送電装置が送電先となる電子機器に応じて、電力をどの程度送るか
を制御していないため、送電装置は、電子機器に対して適切な送電量を決定することがで
きない。そのため、過剰な送電量により送電先である電子機器に悪影響を及ぼす恐れがあ
る。
【０００５】
　本発明は前述の問題点に鑑み、無線電力伝送を行う際に、送電先となる電子機器に対し
て適切な送電電力の大きさを決定できるようにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る送電装置は、電子機器に非接触で電力を送電する送電手段と、前記電子機
器と通信を行う通信手段と、制御手段と、を有し、前記制御手段は、前記通信手段を介し
て前記電子機器が受電可能な電力レベルの情報を取得し、前記送電手段から送電される電
力を増減させるための指示を前記通信手段を介して前記電子機器から受信した場合、前記
制御手段は、前記送電手段から送電される電力を変更し、一度の指示で前記制御手段によ
り変更される前記電力の変更量は、前記電子機器が受電可能な電力レベルに応じて異なる
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、無線電力伝送を行う際に、送電先となる電子機器に応じて適切な送電
電力の大きさを決定することにより、送電先である電子機器に悪影響を及ぼさないように
することができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】実施形態１に係る無線電力伝送システムの一例を説明するための図である。
【図２】送電装置が有する構成要素の一例を説明するためのブロック図である。
【図３】検出部の詳細な構成例を説明するための図である。
【図４】電子機器が有する構成要素の一例を説明するためのブロック図である。
【図５】認証用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図である。
【図６】送電装置により送電電力の電力量を決定する処理手順を説明するためのフローチ
ャートである。
【図７】実施形態１におけるステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図であ
る。
【図８】実施形態１において、送電装置により送電電力の電力量の増減量を決定する処理
手順を説明するためのフローチャートである。
【図９】実施形態２におけるステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図であ
る。
【図１０】実施形態２において、送電装置により送電電力の電力量の増減量を決定する処
理手順を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。ただし、本発明の実施形態は以下
の実施形態に限定されるものではない。
【００１０】
　［実施形態１］
　図１に示すように、実施形態１に係る無線電力伝送システムは、送電装置１００と、電
子機器２００とを有する。実施形態１における無線電力伝送システムにおいて、送電装置
１００と電子機器２００との距離が所定の範囲内に存在する場合に、送電装置１００は、
電子機器２００に無線により送電を行う。
【００１１】
　また、電子機器２００が送電装置１００から所定の範囲内に存在する場合、電子機器２
００は、送電装置１００から出力される電力を無線により受け取ることができる。ところ
が、電子機器２００が送電装置１００から所定の範囲内に存在しない場合は、電子機器２
００は、送電装置１００から電力を受け取ることができない。ここで、所定の範囲とは、
送電装置１００と電子機器２００とが通信を行うことができる範囲であるものとする。な
お、実施形態１では所定の範囲を送電装置１００の筐体上の範囲としたが、これに限られ
ないものとする。また、送電装置１００は、複数の電子機器に対して、無線により送電を
行うものであってもよいものとする。
【００１２】
　一方、電子機器２００は、カメラ等の撮像装置であってもよく、音声データや映像デー
タ等の再生を行う再生装置であってもよい。また、電子機器２００、携帯電話やスマート
フォンのような通信装置であってもよいものとする。また、電子機器２００は、電池を含
む電池パックであってもよい。また、電子機器２００は、送電装置１００から供給される
電力によって駆動する車のような装置であってもよい。また、電子機器２００は、テレビ
ジョン放送を受信する装置、映像データを表示するディスプレイ、またはパーソナルコン
ピュータであってもよいものとする。また、電子機器２００は、電池が装着されていない
場合であっても、送電装置１００から供給される電力を用いて動作する装置であってもよ
い。
【００１３】
　図２は、送電装置１００が有する構成要素の一例を説明するためのブロック図である。
　送電装置１００は、図２に示すように、変換部１０１、発振器１０２、電力生成部１０
３、整合回路１０４、ＮＦＣ通信部１０５、送電アンテナ１０６、及びＣＰＵ（Ｃｅｎｔ
ｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０７を有する。さらに、送電装置１００は
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、ＲＯＭ１０８、ＲＡＭ１０９、表示部１１０、操作部１１１、無線通信部１１２及び検
出部１１３を含む。
【００１４】
　変換部１０１は、不図示のＡＣ電源と送電装置１００とが接続されている場合、不図示
のＡＣ電源から供給される交流電力を直流電力に変換し、変換した直流電力を送電装置１
００に供給する。
【００１５】
　発振器１０２は、変換部１０１から供給される電力をＣＰＵ１０７によって設定された
目標電力に変換するように、電力生成部１０３を制御するために用いられる周波数を発振
する。なお、発振器１０２は、水晶振動子等を用いる。
【００１６】
　電力生成部１０３は、変換部１０１から供給される電力と、発振器１０２によって発振
される周波数とに基づいて、送電アンテナ１０６を介して外部に出力するための電力を生
成する。電力生成部１０３は、内部にアンプ等を有し、発振器１０２によって発振される
周波数に応じて、外部に出力するための電力を生成する。なお、電力生成部１０３によっ
て生成された電力は、検出部１１３を介して、整合回路１０４に供給される。
【００１７】
　また、電力生成部１０３によって生成される電力には、通信電力と、送電電力とがある
。送電装置１００は、送電装置１００と電子機器２００との間でＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）規格に準拠した無線通信を行う。通信電力は、送
電装置１００がＮＦＣ規格（ＮＦＣＩＰ－１（ＩＳＯ／ＩＥＣ　１８０９２）または、Ｎ
ＦＣＩＰ－２（ＩＳＯ／ＩＥＣ　２１４８１））に準拠した無線通信を行うために電子機
器２００に供給する電力である。一方、送電電力は、送電装置１００が電子機器２００に
電池２１２の充電を行わせるために電子機器２００に供給する電力である。通信電力は、
例えば１Ｗ以下の電力であり、送電電力は、例えば１Ｗ以上の電力である。
【００１８】
　なお、通信電力は、送電電力よりも低い電力であるものとする。また、通信電力は、送
電装置１００がＮＦＣ規格に準拠した無線通信を行うために用いられる電力であれば、１
Ｗ以下の電力に限られないものとする。また、送電電力は、送電装置１００が電子機器２
００に充電を行わせるために用いられる電力であれば、１Ｗ以上の電力に限られないもの
とする。また、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプの電圧を変えて電力生成部１
０３により生成される電力を変えることにより、送電電力を調整することが可能である。
【００１９】
　整合回路１０４は、送電アンテナ１０６と、図４に示す電子機器２００の受電アンテナ
２０１との間で共振を行うための共振回路である。また、整合回路１０４は、電力生成部
１０３と送電アンテナ１０６との間のインピーダンスマッチングを行うための回路を含む
。整合回路１０４には、不図示のコイルや不図示のコンデンサが含まれる。
【００２０】
　送電装置１００が通信電力及び送電電力のいずれか一つを出力する場合、ＣＰＵ１０７
は、送電アンテナ１０６と電子機器２００の受電アンテナ２０１との間で共振を行うため
に、送電アンテナ１０６の共振周波数ｆが所定の周波数になるように制御する。この場合
、ＣＰＵ１０７は、整合回路１０４に含まれるインダクタンスの値、及び整合回路１０４
に含まれるキャパシタンスの値を制御することにより、送電アンテナ１０６の共振周波数
ｆを変更するようにする。なお、所定の周波数は、送電装置１００と電子機器２００との
間で、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信を行うために用いられる周波数である。さらに所定
の周波数は、送電装置１００と電子機器２００との間で共振を行うために用いられる周波
数でもある。所定の周波数は、例えば、１３．５６ＭＨｚの周波数である。
【００２１】
　さらに、整合回路１０４は、送電アンテナ１０６に流れる電流を検出し、送電アンテナ
１０６に供給される電圧を検出することもできる。整合回路１０４は、検出した送電アン
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テナ１０６の電流の値をＣＰＵ１０７に通知するとともに、検出した送電アンテナ１０６
の電圧の値をＣＰＵ１０７に通知する。さらに、整合回路１０４は、検出した送電アンテ
ナ１０６の電流の値をＮＦＣ通信部１０５に通知する。
【００２２】
　送電アンテナ１０６の共振周波数ｆが１３．５６ＭＨｚである場合、ＮＦＣ通信部１０
５は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信を行う。送電アンテナ１０６の共振周波数ｆが１３
．５６ＭＨｚで、送電装置１００が通信電力を電子機器２００に供給している場合、ＮＦ
Ｃ通信部１０５は、送電アンテナ１０６を介して電子機器２００とＮＦＣ規格に準拠した
無線通信を行うことができる。一方、発振器１０２により発振される周波数が１３．５６
ＭＨｚで、送電装置１００が送電電力を電子機器２００に供給している場合、ＮＦＣ通信
部１０５は、送電アンテナ１０６を介して電子機器２００とＮＦＣ規格に準拠した無線通
信を行うことができない。
【００２３】
　ＮＦＣ通信部１０５は、コマンドを通信電力に重畳させ、送電アンテナ１０６を介して
電子機器２００に送信する。この場合、ＮＦＣ通信部１０５は電子機器２００に送信する
コマンドに対応するパルス信号を生成するために、ＮＦＣ規格のプロトコルに基づいて、
電力生成部１０３で生成された通信電力にＡＳＫ（Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋ
ｅｙｉｎｇ）変調を行う。なお、ＡＳＫ変調は、振幅変位を利用した変調であり、ＩＣカ
ードとカードリーダとの間の通信で用いられる。その後、ＮＦＣ通信部１０５は、生成さ
れたパルス信号をコマンドとして、送電アンテナ１０６を介して電子機器２００に送信す
る。
【００２４】
　電子機器２００は、送電装置１００から受信したパルス信号を解析することにより、「
１」の情報と、「０」の情報とを含むビットデータを取得し、ビットデータによって示さ
れる処理を行う。送電装置１００からコマンドを電子機器２００が受信した場合、電子機
器２００は、電子機器２００に含まれる負荷を変調させることにより、受信したコマンド
に対応する応答データを送電装置１００に送信する。電子機器２００において負荷の変調
が行われる場合、送電アンテナ１０６に流れる電流が変化する。このため、ＮＦＣ通信部
１０５は、整合回路１０４から供給される送電アンテナ１０６の電流の値をＮＦＣ通信部
１０５に含まれる不図示の復調回路で復調することによって、電子機器２００から応答デ
ータを受信することができる。
【００２５】
　送電アンテナ１０６は、電力生成部１０３により生成された電力を外部に出力するため
のアンテナである。送電装置１００は、送電アンテナ１０６を介して電子機器２００に電
力を供給したり、送電アンテナ１０６を介して電子機器２００にコマンドを送信したりす
る。また、送電装置１００は、送電アンテナ１０６を介して、電子機器２００からコマン
ド、及び電子機器２００に送信したコマンドに対応する応答データを受信する。
【００２６】
　ＣＰＵ１０７は、ＲＯＭ１０８に記憶されているコンピュータプログラムを実行するこ
とによって、送電装置１００を制御する。ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３を制御する
ことによって電子機器２００に供給する電力を制御する。また、ＣＰＵ１０７は、通信電
力が出力されてから経過した時間を計測するタイマー１０７ａを備えている。
【００２７】
　ＲＯＭ１０８は、送電装置１００を制御するためのコンピュータプログラム及び送電装
置１００に関するパラメータ等の情報を記憶する。
　ＲＡＭ１０９は、書き換え可能なメモリであり、送電装置１００を制御するためのコン
ピュータプログラム、送電装置１００に関するパラメータ等の情報、ＮＦＣ通信部１０５
によって電子機器２００から受信されたデータ等が記録される。
【００２８】
　表示部１１０は、ＲＡＭ１０９及びＲＯＭ１０８のいずれか一つから供給される映像デ
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ータを表示する。
　操作部１１１は、送電装置１００を操作するためのユーザインターフェースを提供する
。操作部１１１は、送電装置１００の電源ボタン、送電装置１００のモード切換ボタン等
を有し、各ボタンはスイッチ、タッチパネル等により構成される。ＣＰＵ１０７は、操作
部１１１を介して入力された入力信号に従って送電装置１００を制御する。
【００２９】
　無線通信部１１２は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信と異なる無線通信を行う。無線通
信部１１２は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信よりも通信距離が長い無線通信を行うもの
とし、無線通信部１１２は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信と異なる周波数の帯域を用い
て無線通信を行うものとする。例えば、無線通信部１１２は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　
Ａｒｅａ　ＮｅｔＷｏｒｋ）規格に準拠した無線通信を行うものとする。
【００３０】
　次に、図２の検出部１１３について説明する。
　検出部１１３の構成の一例を、図３に示す。検出部１１３は、図３に示すように、トロ
イダルコア３０１、コンデンサ３０２、３０３、ダイオード３０４、抵抗３０５、コンデ
ンサ３０６、３０７、ダイオード３０８及び抵抗３０９を有する。さらに、検出部１１３
は、Ａ／Ｄコンバータ３１０、３１１を有する。
【００３１】
　検出部１１３は、送電アンテナ１０６から出力される電力の進行波をＣＭ（誘導性結合
及び容量性結合）結合によって、コンデンサ３０７の電圧として検出する。さらに、検出
部１１３は、検出されたコンデンサ３０７の電圧をＡ／Ｄコンバータ３１０によってアナ
ログ値からデジタル値に変更してからＣＰＵ１０７に供給する。また、検出部１１３は、
送電アンテナ１０６から出力される電力の反射波をＣＭ結合によって、コンデンサ３０３
の電圧として検出する。さらに、検出部１１３は、検出されたコンデンサ３０３の電圧を
Ａ／Ｄコンバータ３１１によってアナログ値からデジタル値に変更してからＣＰＵ１０７
に供給する。
【００３２】
　なお、検出部１１３において、トロイダルコア３０１によって誘導性結合が行われ、コ
ンデンサ３０２、３０６によって容量性結合が行われる。
　ＣＰＵ１０７は、Ａ／Ｄコンバータ３１０から供給された電圧を進行波の振幅電圧Ｖ１
として検出し、Ａ／Ｄコンバータ３１１から供給された電圧を反射波の振幅電圧Ｖ２とし
て検出する。ＣＰＵ１０７は、進行波の振幅電圧Ｖ１と、反射波の振幅電圧Ｖ２とによっ
て、電圧反射係数ρを取得する。さらに、ＣＰＵ１０７は、電圧反射係数ρによって電圧
定在波比ＶＳＷＲ（Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｓｔａｎｄｉｎｇ　Ｗａｖｅ　Ｒａｔｉｏ）を定期
的に算出する。
【００３３】
　電圧定在波比ＶＳＷＲは、送電アンテナ１０６から出力される電力の進行波と、送電ア
ンテナ１０６から出力される電力の反射波との関係を示す値である。電圧定在波比ＶＳＷ
Ｒの値が１に近いほど、反射電力が少なく、送電装置１００から外部の電子機器に対して
供給される電力の損失が少なく、効率が良い状態であることを示す。
　下記の数式（１）は、電圧反射係数ρを示し、下記の数式（２）は、電圧定在波比ＶＳ
ＷＲを示すものとする。
　　ρ＝Ｖ２／Ｖ１　　　・・・（１）
　　ＶＳＷＲ＝（１＋ρ）／（１－ρ）　　　・・・（２）
【００３４】
　なお、以下、電圧定在波比ＶＳＷＲを「ＶＳＷＲ」と呼ぶ。ＣＰＵ１０７は、算出され
たＶＳＷＲを用いて、送電装置１００の近傍に異物が存在するか否かを検出することがで
きる。さらに、ＣＰＵ１０７は、算出されたＶＳＷＲを用いて、送電装置１００の近傍に
電子機器２００が存在するか否かを検出することができる。
【００３５】
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　次に、図４を参照して、電子機器２００の構成の一例について説明を行う。
　図４は、電子機器２００が有する構成要素の一例を説明するためのブロック図である。
　電子機器２００は、図４に示すように、受電アンテナ２０１、整合回路２０２、整流平
滑回路２０３、ＮＦＣ通信部２０４、レギュレータ２０５、ＣＰＵ２０６、ＲＯＭ２０７
及びＲＡＭ２０８を有する。さらに電子機器２００は、第１の接続部２０９、第２の接続
部２１０、充電制御部２１１、電池２１２及び発振器２１３、電力生成部２１４、操作部
２１５、画像処理部２１６及び切換部２２０を有する。
【００３６】
　受電アンテナ２０１は、送電装置１００から供給される電力を受電するためのアンテナ
である。電子機器２００は、受電アンテナ２０１を介して、送電装置１００から電力を受
電したり、送電装置１００とＮＦＣ規格に対応する無線通信を行ったりする。また、電子
機器２００は、受電アンテナ２０１を介して送電装置１００からコマンドを受信した場合
、送電装置１００から受信したコマンドに対応する応答データを送電装置１００に送信す
る。
【００３７】
　整合回路２０２は、送電アンテナ１０６の共振周波数ｆと同じ周波数に応じて、送電ア
ンテナ１０６と受電アンテナ２０１との間で共振するための共振回路である。また、整合
回路２０２は、受電アンテナ２０１と整流平滑回路２０３との間のインピーダンスマッチ
ングを行うための回路を含む。整合回路２０２には、不図示のコイルや不図示のコンデン
サが含まれる。ＣＰＵ２０６は、送電アンテナ１０６の共振周波数ｆと同じ周波数で受電
アンテナ２０１が共振するように整合回路２０２に含まれるコイルの値やコンデンサの値
を制御する。また、整合回路２０２は、受電アンテナ２０１によって受電される電力を整
流平滑回路２０３に供給する。
【００３８】
　整流平滑回路２０３は、整合回路２０２から供給される電力からコマンド及びノイズを
取り除き、直流電力を生成する。さらに、整流平滑回路２０３は、生成した直流電力をレ
ギュレータ２０５に供給する。整流平滑回路２０３は、受電アンテナ２０１によって受電
される電力から取り除いたコマンドをＮＦＣ通信部２０４に供給する。
【００３９】
　ＮＦＣ通信部２０４は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信を行う。ＮＦＣ通信部２０４は
、整流平滑回路２０３から供給されたコマンドをＮＦＣ規格のプロトコルに応じて解析し
、コマンドの解析結果をＣＰＵ２０６に供給する。送電装置１００から電子機器２００に
通信電力が供給されている場合、ＣＰＵ２０６は、受信したコマンドに対する応答データ
を送電装置１００に送信する。この場合、ＣＰＵ２０６は、受信したコマンドに対する応
答データを送電装置１００に送信するために、ＮＦＣ通信部２０４に含まれる負荷を変動
させるようにＮＦＣ通信部２０４を制御する。ここで、応答データは、ＲＯＭ２０７また
はＲＡＭ２０８に、ＮＦＣフォーラム規格であるＮＤＥＦ（ＮＦＣ　Ｄａｔａ　Ｅｘｃｈ
ａｎｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ）の形式で保持されている。なお、応答データの種類としては、
認証用ＮＤＥＦメッセージ情報、ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報などがある。
【００４０】
　認証用ＮＤＥＦメッセージ情報は、送電装置１００と機器認証を行う際に送信される情
報であり、詳細は後述する。また、送電装置１００から電子機器２００に送電電力が供給
されている場合、ＣＰＵ２０６は、所定の周期でステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情
報をＮＦＣ通信部２０４により送電装置１００に送信する。ステータス交換用ＮＤＥＦメ
ッセージ情報とは、送電装置１００側で送電電力を調整するための情報であり、電子機器
２００の状態に応じて更新される。例えば、ＣＰＵ２０６は、充電制御部２１１からの電
池２１２に係る情報、電子機器２００の温度などを参照し、ステータス交換用ＮＤＥＦメ
ッセージ情報を更新する。なお、ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の詳細につい
ては後述する。
【００４１】
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　レギュレータ２０５は、整流平滑回路２０３、電池２１２、第１の接続部２０９及び第
２の接続部２１０のいずれか一つから供給される電力を電子機器２００に供給するように
制御する。レギュレータ２０５は、ＣＰＵ２０６からの指示に応じて、整流平滑回路２０
３を介して送電装置１００から供給される電力を電子機器２００に供給する。レギュレー
タ２０５は、ＣＰＵ２０６からの指示に応じて、充電制御部２１１を介して電池２１２か
ら供給される放電電力を電子機器２００に供給する。レギュレータ２０５は、ＣＰＵ２０
６からの指示に応じて、第１の接続部２０９を介して供給される電力を電子機器２００に
供給する。レギュレータ２０５は、ＣＰＵ２０６からの指示に応じて、第２の接続部２１
０を介して供給される電力を電子機器２００に供給する。
【００４２】
　ＣＰＵ２０６は、ＮＦＣ通信部２０４から供給されたコマンド解析結果に応じて、ＮＦ
Ｃ通信部２０４が受信したコマンドがどのコマンドであるかを判定し、受信したコマンド
によって指定されている処理や動作を行うように電子機器２００を制御する。また、ＣＰ
Ｕ２０６は、ＲＯＭ２０７に記憶されているコンピュータプログラムを実行することによ
って、電子機器２００を制御する。また、ＣＰＵ２０６は不図示の温度検出部の測定結果
を入力し、電子機器２００の温度の情報を取得することができる。
【００４３】
　ＲＯＭ２０７は、電子機器２００を制御するためのコンピュータプログラム及び電子機
器２００に関する情報等が記録される。
　ＲＡＭ２０８は、書き換え可能なメモリであり、電子機器２００を制御するためのコン
ピュータプログラム、送電装置１００から送信されたデータ等が記録される。
【００４４】
　第１の接続部２０９は、不図示の商用電源を接続するための端子を含む。第１の接続部
２０９と商用電源とが接続された場合、第１の接続部２０９は、電子機器２００と商用電
源とが接続されたことを検出する。一方、第１の接続部２０９と商用電源とが接続されて
いない場合、第１の接続部２０９は、電子機器２００と商用電源とが接続されていないこ
とを検出する。第１の接続部２０９と商用電源とが接続された場合、第１の接続部２０９
は、商用電源から供給される交流電力を直流電力に変換し、変換された直流電力をレギュ
レータ２０５に供給する。
【００４５】
　第２の接続部２１０は、外部電源装置を接続するための端子を含む。実施形態１におい
て、第２の接続部２１０は、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ケー
ブルを介して外部電源装置と接続されるものとする。なお、この場合、外部電源装置は、
ＵＳＢケーブルを介して電子機器２００に電力を供給することができるホストデバイスで
あり、例えば、パーソナルコンピュータである。
【００４６】
　第２の接続部２１０と外部電源装置とがＵＳＢケーブルを介して接続された場合、第２
の接続部２１０は、電子機器２００と外部電源装置とが接続されたことを検出する。第２
の接続部２１０と外部電源装置とがＵＳＢケーブルを介して接続されていない場合、第２
の接続部２１０は、電子機器２００と外部電源装置とが接続されていないことを検出する
。第２の接続部２１０と外部電源装置とが接続された場合、第２の接続部２１０は、外部
電源装置から供給される電力をレギュレータ２０５に供給する。
【００４７】
　充電制御部２１１は、整流平滑回路２０３、第１の接続部２０９、及び第２の接続部２
１０のいずれか一つからの電力がレギュレータ２０５から供給される場合、レギュレータ
２０５から供給される電力を用いて、電池２１２の充電を行う。また、充電制御部２１１
は、電池２１２から電力が放電される場合に、電池２１２から供給される放電電力をレギ
ュレータ２０５に供給する。充電制御部２１１は、電池２１２の残容量を示す情報及び電
池２１２の充電に関する情報を定期的に検出し、検出した情報をＣＰＵ２０６に通知する
。
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【００４８】
　電池２１２は、電子機器２００に着脱可能な電池である。また、電池２１２は、充電可
能な二次電池であり、例えば、リチウムイオン電池等である。また、電池２１２は、リチ
ウムイオン電池以外のものであっても良いものとする。
【００４９】
　発振器２１３は、切換部２２０を介してレギュレータ２０５から供給される電力をＣＰ
Ｕ２０６によって設定された目標電力に変換するように電力生成部２１４を制御するため
に用いられる周波数を発振する。なお、発振器２１３は、水晶振動子等を用いる。
【００５０】
　電力生成部２１４は、レギュレータ２０５から供給される電力と、発振器２１３によっ
て発振される周波数とに基づいて、受電アンテナ２０１を介して外部に出力するための電
力を生成する。電力生成部２１４は、内部にＦＥＴ等を有し、発振器２１３によって発振
される周波数に応じて、外部に出力するための電力を生成する。なお、電力生成部２１４
によって生成された電力は、ＮＦＣ通信部２０４に供給される。また、電力生成部１０３
によって生成される電力は、通信電力であるものとする。
【００５１】
　なお、ＣＰＵ２０６は、電子機器２００から送電装置１００にＮＦＣ規格に規定されて
いるコマンドを送信しない場合、発振器２１３とレギュレータ２０５とを接続しないよう
に切換部２２０を制御し、電力生成部２１４の動作を停止させる。一方、ＣＰＵ２０６は
、電子機器２００から送電装置１００にＮＦＣ規格に規定されているコマンドを送信する
場合、発振器２１３とレギュレータ２０５とを接続するように切換部２２０を制御し、電
力生成部２１４の動作を開始させる。この場合、ＮＦＣ通信部２０４は、電力生成部２１
４から供給される通信電力にコマンドを重畳させて、受電アンテナ２０１を介して送電装
置１００に通信電力に重畳されたコマンドが送信されるようにする。
【００５２】
　操作部２１５は、電子機器２００を操作するためのユーザインターフェースである。操
作部２１５は、電子機器２００を操作するための電源ボタン及び電子機器２００のモード
を切り換えるモード切換ボタン等を有し、各ボタンはスイッチ、タッチパネル等により構
成される。ユーザによって操作部２１５が操作された場合、操作部２１５は、ユーザによ
って行われた操作に対応する信号をＣＰＵ２０６に供給する。なお、操作部２１５は、不
図示のリモートコントローラから受信したリモコン信号に応じて電子機器２００を制御す
るものであってもよい。
【００５３】
　画像処理部２１６は、撮像部２１７、無線通信部２１８及び記録部２１９を有する。
　撮像部２１７は、被写体の光学像から映像データを生成するための撮像素子、撮像素子
で生成された映像データに対して画像処理を行う画像処理回路、映像データを圧縮したり
、圧縮された映像データを伸長したりするための圧縮伸長回路等を有する。撮像部２１７
は、被写体の撮影を行い、撮影の結果により得られた静止画像や動画像等の映像データを
記録部２１９に供給する。記録部２１９は、撮像部２１７から供給された映像データを記
録媒体２１９ａに記録する。なお、撮像部２１７は、被写体の撮影を行うための必要な構
成をさらに有していてもよい。
【００５４】
　無線通信部２１８は、ＲＯＭ２０７または記録媒体２１９ａに記録されている映像デー
タ及び音声データを送電装置１００に送信したり、送電装置１００から映像データ及び音
声データを受信したりすることができる。また、無線通信部２１８は、無線通信部１１２
と共通する通信プロトコルに応じて、映像データ及び音声データの送受信を行う。例えば
、無線通信部２１８は、無線通信部１１２と同様に無線ＬＡＮ規格に準拠した無線通信を
行うものとする。
【００５５】
　記録部２１９は、無線通信部２１８及び撮像部２１７のいずれか一つから供給された映
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像データ、音声データ等のデータを記録媒体２１９ａに記録する。また、記録部２１９は
、映像データ、音声データ等のデータを記録媒体２１９ａから読み出し、ＲＡＭ２０８及
び無線通信部２１８のいずれか一つに供給することもできる。なお、記録媒体２１９ａは
、ハードディスクやメモリカード等であってもよく、電子機器２００に内蔵されていても
、電子機器２００に着脱可能な外部の記録媒体であってもよい。
【００５６】
　なお、画像処理部２１６は、電子機器２００が電源オンである場合にレギュレータ２０
５から電力が供給される手段を含むものである。そのため、画像処理部２１６は、撮像部
２１７、無線通信部２１８、記録部２１９及び記録媒体２１９ａ以外に映像データを表示
するための表示手段やメールの送受信を行うための手段等をさらに含むものであってもよ
い。
【００５７】
　切換部２２０は、発振器２１３とレギュレータ２０５とを接続するためのスイッチを含
む。切換部２２０がオンである場合、発振器２１３とレギュレータ２０５とが接続され、
切換部２２０がオンでない場合、発振器２１３とレギュレータ２０５とは接続されない。
ＣＰＵ２０６は、ＮＦＣ規格に規定されているコマンドを送信するか否かに応じて、切換
部２２０をオフにするか、オンにするかを制御する。
【００５８】
　なお、送電アンテナ１０６及び受電アンテナ２０１は、ヘリカルアンテナであっても、
ループアンテナであってもよく、メアンダラインアンテナ等の平面状のアンテナであって
もよいものとする。
【００５９】
　実施形態１において、送電装置１００は、磁界共鳴方式に基づいて、電子機器２００に
無線電力伝送を行うようにしたが、これに限られるものではない。例えば、送電装置１０
０は、磁界共鳴方式の代わりに、電界結合に基づいて、電子機器２００に無線電力伝送を
行うようにしてもよい。この場合、送電装置１００及び電子機器２００に電極を設ける必
要があり、送電装置１００の電極から電子機器２００の電極に電力が無線により供給され
る。
【００６０】
　また、例えば、送電装置１００は、磁界共鳴方式の代わりに、電磁誘導に基づいて、電
子機器２００に無線電力伝送を行うようにしてもよい。
　また、例えば、送電装置１００は、磁界共鳴方式の代わりに、ＷＰＣ（Ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ）に規定されている規格（「Ｑｉ」規格）に基づ
いて、電子機器２００に無線電力伝送を行うようにしてもよい。
　また、例えば、送電装置１００は、磁界共鳴方式の代わりに、ＣＥＡ（Ｃｏｎｓｕｍｅ
ｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）に規定されている規格に基づい
て、電子機器２００に無線電力伝送を行うようにしてもよい。
　送電装置１００は、無線により電力を電子機器２００に供給するようにするが、「無線
」を「非接触」または「無接点」と言い換えてもよいものとする。
【００６１】
　実施形態１において、送電装置１００は、ＮＦＣ規格に準拠した無線通信を電子機器２
００と行うものとする。このため、ＣＰＵ１０７は、送電装置１００において、送電アン
テナ１０６共振周波数ｆが１３．５６ＭＨｚになるように制御するものとする。
【００６２】
　（認証用ＮＤＥＦメッセージ情報の例）
　図５は、実施形態１の電子機器２００のＲＯＭ２０７またはＲＡＭ２０８に保持される
無線電力伝送の対応機器の認証用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図である。
　図５に示すように、認証用ＮＤＥＦメッセージ情報において、ＮＤＥＦヘッダ４００、
ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０１、及びＰａｙｌｏａｄ４０２により電子機器２００が無線電
力伝送の対応機器であることを認証するためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが構成される。
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【００６３】
　ＮＤＥＦヘッダ４００には、ＮＤＥＦメッセージの始まりまたは終わりを示す情報、及
びＰａｙｌｏａｄ長の情報が含まれる。ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０１は、ＮＤＥＦ　Ｒｅ
ｃｏｒｄの種別を示す。実施形態１では、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０１は"Ｗ"、"Ｐ"、"
Ｔ"という文字列情報であり、本ＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄは無線電力伝送の対応機器であ
ることを認証するためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄであることを示す。Ｐａｙｌｏａｄ４０
２は、ＰｒｏｄｕｃｔＩＤを示し、無線電力伝送の対応機器毎に一意に決められたＩＤで
ある。送電装置１００は、ＮＦＣ通信により電子機器２００が保持する認証用ＮＤＥＦメ
ッセージ情報におけるＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄ（ＮＤＥＦヘッダ４００、ＲｅｃｏｒｄＴ
ｙｐｅ４０１、Ｐａｙｌｏａｄ４０２）を取得する。これにより、送電装置１００は、電
子機器２００が無線電力伝送に対応しているか否かを認証する。
【００６４】
　また、認証用ＮＤＥＦメッセージ情報において、ＮＤＥＦヘッダ４０３、Ｒｅｃｏｒｄ
Ｔｙｐｅ４０４、及びＰａｙｌｏａｄ４０５により、無線電力伝送の対応機器の受電可能
なパワーレベルを示すためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが構成される。
【００６５】
　ＮＤＥＦヘッダ４０３には、ＮＤＥＦメッセージの始まりまたは終わりを示す情報、及
びＰａｙｌｏａｄ長の情報が含まれる。ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０４は、ＮＤＥＦ　Ｒｅ
ｃｏｒｄの種別を示す。実施形態１では、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０４は"Ｐ"、"Ｌ"とい
う文字列情報であり、本ＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが無線電力の伝送対応機器の受電可能な
パワーレベルを示すためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄであることを示す。
【００６６】
　Ｐａｙｌｏａｄ４０５は、無線電力伝送の対応機器の受電可能なパワーレベルを示す。
Ｐａｙｌｏａｄ４０５が"１"の場合はＨｉｇｈＰｏｗｅｒ、"２"の場合はＭｉｄｄｌｅＰ
ｏｗｅｒ，"３"の場合はＬｏｗＰｏｗｅｒを示す。ＨｉｇｈＰｏｗｅｒは１０Ｗまで、Ｍ
ｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒは５Ｗまで、ＬｏｗＰｏｗｅｒは１Ｗまでといったように、パワー
レベルは無線電力伝送の対応機器が受電可能な最大電力（以下、最大受電電力）に応じて
段階的に分類された情報である。送電装置１００は、ＮＦＣ通信部１０５によるＮＦＣ通
信により、電子機器２００が保持する認証用ＮＤＥＦメッセージ情報におけるＮＤＥＦ　
Ｒｅｃｏｒｄ（ＮＤＥＦヘッダ４０３、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０４、Ｐａｙｌｏａｄ４
０５）を読み出す。これにより、送電装置１００は、電子機器２００のパワーレベル（最
大受電電力の情報）を得ることが可能となる。
【００６７】
　（送電装置１００により送電電力を決定する手順）
　図６は、実施形態１において、送電装置１００により送電電力の大きさ（以下、実パワ
ーレベル）を決定する処理手順を説明するためのフローチャートである。図６に示す処理
は、送電装置１００の操作部１１１に存在する電源スイッチをユーザがＯＮにし、かつ、
送電装置１００が送電を行う状態になった場合に、送電装置１００によって行われる処理
である。なお、本フローチャートで説明される処理を制御するためのプログラムは、ＣＰ
Ｕ１０７によって実行されるものであり、ＲＯＭ１０８に格納されている。
【００６８】
　電源が投入されると、Ｓ６０１において、ＣＰＵ１０７は、送電装置１００と、電子機
器２００との距離が所定の範囲内に存在するか否かを検出する。この処理では、ＣＰＵ１
０７は、通信電力を出力するように発振器１０２、電力生成部１０３及び整合回路１０４
を制御する。検出方法としては、ＣＰＵ１０７は、検出部１１３が検出したＡ／Ｄコンバ
ータ３１０から供給された進行波の振幅電圧Ｖ１の値と、Ａ／Ｄコンバータ３１１から供
給された電圧進行波に対する反射波の振幅電圧Ｖ２の値とを取得する。そして、ＣＰＵ１
０７は、取得した進行波の振幅電圧Ｖ１と、反射波の振幅電圧Ｖ２とをもとに、ＶＳＷＲ
を定期的に算出する。ＣＰＵ１０７は、算出したＶＳＷＲの値から、電子機器２００が所
定の範囲内に存在するか否かを判定する。判定基準として、ＣＰＵ１０７は、算出したＶ
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ＳＷＲの値が所定値以上である場合に、電子機器２００が所定の範囲内に存在すると判定
する。逆に、ＣＰＵ１０７は、算出したＶＳＷＲの値が所定値を下回っている場合は、電
子機器２００が所定の範囲内に存在しないと判定する。
【００６９】
　Ｓ６０１において、ＣＰＵ１０７が、算出したＶＳＷＲの値をもとに、電子機器２００
が所定の範囲内に存在しないと判定した場合は、所定の時間待機し、その後Ｓ６０１に戻
って、処理を繰り返す。一方、Ｓ６０１において、ＣＰＵ１０７が、算出したＶＳＷＲの
値を元に、電子機器２００が所定の範囲内に存在すると判定した場合は、Ｓ６０２に進む
。
【００７０】
　Ｓ６０２において、ＣＰＵ１０７は、ＲＯＭ１０８に格納された認証プログラムに従い
、ＮＦＣ通信部１０５によりＡＳＫ変調された信号を生成し、負荷変調信号を受信する。
これにより、ＩＳＯ１４４４３－３、ＩＳＯ１４４４３－３、ＩＳＯ１８０９２、ＮＦＣ
　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ等を利用して機器認証処理を行う。例えば、Ｓ６０
２において、ＣＰＵ１０７は、ＮＦＣ通信部１０５を制御し、ＮＦＣリーダーライターモ
ードとして電子機器２００が保持する図５に示した認証用ＮＤＥＦメッセージ情報を読み
出すためのコマンドを送信する。なお、実施形態１では送電装置１００はＮＦＣリーダー
ライターモード、電子機器２００はＮＦＣカードエミュレーションモードとしてＮＦＣ通
信を行う例を説明する。一方、送電装置１００および電子機器２００がそれぞれＰ２Ｐモ
ードとしてＮＦＣ通信を行ってもよい。
【００７１】
　次に、Ｓ６０３において、ＣＰＵ１０７は、電子機器２００が保持する認証用ＮＤＥＦ
メッセージ情報を受信するまで待機し、認証用ＮＤＥＦメッセージ情報を受信した場合に
は、ＲＡＭ１０９に保持する。このとき、ＣＰＵ１０７は、電子機器２００が保持するＮ
ＤＥＦメッセージ内のＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０１、およびＰａｙｌｏａｄ４０２をチェ
ックする。
【００７２】
　例えば、ＣＰＵ１０７は、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０１が"Ｗ"、"Ｐ"、"Ｔ"であること
、およびＰａｙｌｏａｄ４０２が登録済みのＰｒｏｄｕｃｔＩＤであることを確認する。
この確認後、電子機器２００が無線電力伝送の対応機器であると判定し、Ｓ６０４に進む
。
【００７３】
　次に、Ｓ６０４において、ＣＰＵ１０７は、送電装置１００が送電可能な送電側パワー
レベルと、電子機器２００が受電可能な受電側パワーレベルとを比較する。なお、送電装
置１００が送電可能な送電側パワーレベルの情報は、ＲＯＭ１０８またはＲＡＭ１０９に
予め保持されている。また、電子機器２００が受電可能な受電側パワーレベルは、認証用
ＮＤＥＦメッセージ情報の中のＮＤＥＦヘッダ４０３、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ４０４、及
びＰａｙｌｏａｄ４０５から判別することができる。なお、送電側パワーレベル及び受電
側パワーレベルは、ＨｉｇｈＰｏｗｅｒ、ＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒ、またはＬｏｗＰｏｗ
ｅｒに分類され、無線電力伝送の対応機器の最大受電電力に応じて段階的に分類されてい
る。
【００７４】
　Ｓ６０４では、ＣＰＵ１０７は、送電側パワーレベルと受電側パワーレベルとを比較し
、同じパワーレベル（例えば、ともにＨｉｇｈＰｏｗｅｒ）である場合は、Ｓ６０５に進
む。そしてＳ６０５において、ＣＰＵ１０７は、送電側パワーレベルを実パワーレベルと
して決定する。例えば、送電側パワーレベル及び受電側パワーレベルがともにＨｉｇｈＰ
ｏｗｅｒであった場合、ＣＰＵ１０７は実パワーレベルをＨｉｇｈＰｏｗｅｒとして決定
する。以上のようにＳ６０５において実パワーレベルを決定した後、Ｓ６０６に進む。
【００７５】
　続いてＳ６０６において、ＣＰＵ１０７は、ＮＦＣ通信部１０５を制御して無線電力伝
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送開始コマンドを電子機器２００に送信する。無線電力伝送開始コマンドはＮＤＥＦメッ
セージであり、Ｓ６０５において決定された実パワーレベル情報を含む。そして、無線電
力伝送開始コマンドを電子機器２００に送信した後、Ｓ６１４に進む。
【００７６】
　次に、Ｓ６１４において、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて電
力生成部１０３により生成される電力の大きさを変えることにより、送電電力の大きさが
実パワーレベルを超えないように送電を開始する。例えば、Ｓ６０５において実パワーレ
ベルがＨｉｇｈＰｏｗｅｒとして決定された場合、ＣＰＵ１０７は、ＨｉｇｈＰｏｗｅｒ
の最大電力である１０Ｗを超えない範囲で送電電力の大きさを調整して送電を行う。
【００７７】
　また、Ｓ６１４において、ＣＰＵ１０７は、送電装置１００から電子機器２００までの
送電効率も考慮して、電子機器２００に充電される電力が実パワーレベルを超えないよう
に送電電力の大きさを調整してもよい。例えば、Ｓ６１４において実パワーレベルがＭｉ
ｄｄｌｅＰｏｗｅｒとして決定された場合、送電装置１００から電子機器２００までの送
電効率が５０％として、電子機器２００に充電される電力がＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒを示
す５Ｗを超えないようにする。このことから、ＣＰＵ１０７は、５Ｗ×２＝１０Ｗを超え
ない範囲で送電電力の大きさを調整して送電を行う。
【００７８】
　一方、Ｓ６０４の比較の結果、送電側パワーレベルと受電側パワーレベルとが異なる場
合は、Ｓ６０７に進む。そして、Ｓ６０７において、ＣＰＵ１０７は、送電パワーレベル
より受電パワーレベルの方が大きいか否かを判定する。そして、送電パワーレベルより受
電パワーレベルの方が大きい場合は、Ｓ６０８に進み、送電パワーレベルより受電パワー
レベルの方が小さい場合は、Ｓ６１２に進む。
【００７９】
　Ｓ６０８においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベル＝送電側パワーレベルとして決
定する。
　一方、Ｓ６１２においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベル＝受電側パワーレベルと
して決定する。
【００８０】
　例えば、送電側パワーレベルがＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒであり、受電側パワーレベルが
ＨｉｇｈＰｏｗｅｒである場合には、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰ
ｏｗｅｒとして決定する。また、送電側パワーレベルがＨｉｇｈＰｏｗｅｒで、受電側パ
ワーレベルがＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒである場合には、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベル
をＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒとして決定する。Ｓ６０８またはＳ６１２において実パワーレ
ベルを決定した後、Ｓ６０９に進む。
【００８１】
　次に、Ｓ６０９において、ＣＰＵ１０７は、ＮＦＣ通信部１０５を制御して無線電力伝
送開始コマンドを電子機器２００に送信する。無線電力伝送開始コマンドはＮＤＥＦメッ
セージであり、Ｓ６０８またはＳ６１２において決定された実パワーレベル情報を含む。
電子機器２００のＣＰＵ２０６は、無線電力伝送開始コマンドを受信すると、充電制御部
２１１から入力された電池２１２に係る情報、電子機器２００本体の温度などを考慮して
、その実パワーレベルで充電を行っても問題ないか否かを判断する。そして、ＣＰＵ２０
６は、無線伝送の開始の許可または不許可を示す無線電力伝送開始レスポンスをＮＦＣ通
信部２０４により送電装置１００に送信する。
【００８２】
　次に、Ｓ６１０において、ＣＰＵ１０７は、Ｓ６０９で電子機器２００に送信した無線
電力伝送開始コマンドに対して、電子機器２００から無線電力伝送開始レスポンスを受信
するまで待機する。そして、電子機器２００から無線電力伝送開始レスポンスを受信した
場合には、Ｓ６１１に進む。一方、Ｓ６１０において、ＣＰＵ１０７が電子機器２００か
ら無線電力伝送開始レスポンスを所定時間受信しなかった場合は、Ｓ６１３に進む。
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【００８３】
　Ｓ６１１において、ＣＰＵ１０７は、ＮＤＥＦメッセージである無線電力伝送開始レス
ポンスをチェックする。そして、ＣＰＵ１０７は、無線電力伝送開始コマンドから実パワ
ーレベルでの送電を許可するか否かを判断する。そして、ＣＰＵ１０７が電子機器２００
から受信した無線電力伝送開始レスポンスから実パワーレベルでの送電を許可すると判断
した場合は、前述したＳ６１４に進む。一方、ＣＰＵ１０７が電子機器２００から受信し
た無線電力伝送開始レスポンスから実パワーレベルでの送電を許可しないと判断した場合
は、Ｓ６１３に進む。
【００８４】
　Ｓ６１３においては、ＣＰＵ１０７は、Ｓ６０９において送信した無線電力伝送開始コ
マンドに含まれる実パワーレベルから一段階下げる。そして、Ｓ６０９に戻り、ＣＰＵ１
０７は、ＮＦＣ通信部１０５を制御して実パワーレベルを一段階下げた情報を含んだ無線
電力伝送開始コマンドを電子機器２００に送信する。
【００８５】
　例えば、ＣＰＵ１０７は、Ｓ６０９において実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒ
として電子機器２００に無線電力伝送開始コマンドを送信し、その後、Ｓ６１１に進むも
のとする。そして、Ｓ６１１において、ＣＰＵ１０７がＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒでの送電
を許可しないと判断した場合、Ｓ６１３において、ＣＰＵ１０７は実パワーレベルをＬｏ
ｗＰｏｗｅｒに変更する。そして、Ｓ６０９に戻り、ＣＰＵ１０７は、再度、ＮＦＣ通信
部１０５を制御して無線電力伝送開始コマンドを電子機器２００に送信する。
【００８６】
　なお、図６に示した例では、送電側パワーレベルと受電側パワーレベルとが同じパワー
レベルである場合は、無線電力伝送開始コマンドを電子機器２００に送信して、そのまま
送電を開始した。一方、送電側パワーレベルと受電側パワーレベルとが同じパワーレベル
である場合であっても、無線電力伝送開始レスポンスによっては実パワーレベルを下げる
ようにしてもよい。この場合、Ｓ６０６の後に、Ｓ６１０と同じ処理を行い、無線電力伝
送開始レスポンスを受信し、かつその内容が許可である場合はＳ６１４に進む。一方、無
線電力伝送開始レスポンスを受信していない場合、または無線電力伝送開始レスポンスを
受信し、かつその内容が不許可である場合はＳ６１３と同様の処理を行い、Ｓ６０６に戻
るようにしてもよい。
【００８７】
　ＣＰＵ１０７は、送電開始後、ＮＦＣ通信部１０５を制御して電子機器２００から所定
の周期でステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報を受信する。また、ＣＰＵ１０７は、
Ｓ６１４において、送電開始後、実パワーレベルに応じて、ＮＦＣ通信部１０５による通
信周期を調整してもよい。具体的には、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルが高いほどＮＦ
Ｃ通信部１０５による通信周期を短くすることにより、安全性を高めてもよい。この場合
、送電開始後、ＣＰＵ１０７は、ＮＦＣ通信部１０５による通信により、例えば、電子機
器２００のバッテリ情報や温度情報、エラー情報などを電子機器２００から取得する。例
えば、ＣＰＵ１０７は、送電開始後、実パワーレベルがＨｉｇｈＰｏｗｅｒのときは、危
険度が増すので、ＮＦＣ通信部１０５による通信周期を１秒とする。そして、実パワーレ
ベルがＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒのときは、ＮＦＣ通信部１０５による通信周期を３秒とす
る。さらに、実パワーレベルがＬｏｗＰｏｗｅｒのときは、危険度が少ないので、ＮＦＣ
通信部１０５による通信周期を１０秒とする。
【００８８】
　（ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例）
　図７は、実施形態１の電子機器２００のＲＯＭ２０７またはＲＡＭ２０８に保持されて
いるステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図である。
　図７に示すように、ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報において、ＮＤＥＦヘッ
ダ７０１及びＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０２により、電子機器２００のステータスを知らせ
るためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが構成される。
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【００８９】
　ＮＤＥＦヘッダ７０１には、ＮＤＥＦメッセージの始まりまたは終わりを示す情報、及
びＰａｙｌｏａｄ長の情報が含まれる。ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０２は、ＮＤＥＦ　Ｒｅ
ｃｏｒｄの種別を示す。実施形態１では、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０２は"Ｓ"、"Ｔ"とい
う文字列情報であり、本ＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄは電子機器２００のステータスを知らせ
るためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄであることを示す。送電装置１００は、ＮＦＣ通信によ
り電子機器２００が保持するステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報におけるＮＤＥＦ
　Ｒｅｃｏｒｄ（ＮＤＥＦヘッダ７０１及びＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０２）を取得する。
これにより、送電装置１００は、電子機器２００のステータスを知らせるためのＮＤＥＦ
情報が続くことを検知することができる。
【００９０】
　また、ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報において、ＮＤＥＦヘッダ７０３、Ｒ
ｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４、及びＰａｙｌｏａｄ７０５により、無線電力伝送の対応機器
から送電電力の増減を要求するためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが構成される。
【００９１】
　ＮＤＥＦヘッダ７０３には、ＮＤＥＦメッセージの始まりまたは終わりを示す情報、及
びＰａｙｌｏａｄ長の情報が含まれる。ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４は、ＮＤＥＦ　Ｒｅ
ｃｏｒｄの種別を示す。実施形態１では、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４は、"Ａ"、"Ｐ"、
"Ｒ"という文字列情報であり、本ＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが無線電力伝送の対応機器から
送電電力の増減を要求するためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄであることを示す。
【００９２】
　Ｐａｙｌｏａｄ７０５は、無線電力伝送の対応機器から送電電力を現状のままを要求す
るか、現状よりも増加を要求するか、または現状よりも減少を要求するかを示す。Ｐａｙ
ｌｏａｄ７０５が"０"の場合は、無線電力伝送の対応機器が送電電力を現状のままとする
ことを要求することを意味する。Ｐａｙｌｏａｄ７０５が"１"の場合は、無線電力伝送の
対応機器が送電電力を現状よりも増加することを要求することを意味する。Ｐａｙｌｏａ
ｄ７０５が"２"の場合は、無線電力伝送の対応機器が送電電力を現状よりも減少すること
を要求することを意味する。
【００９３】
　送電装置１００は、ＮＦＣ通信により、電子機器２００が保持するステータス交換用Ｎ
ＤＥＦメッセージ情報におけるＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄ（ＮＤＥＦヘッダ７０３、Ｒｅｃ
ｏｒｄＴｙｐｅ７０４、及びＰａｙｌｏａｄ７０５）を取得する。これにより、送電装置
１００は、電子機器２００による送電電力の増減要求を受け付けることが可能となる。
【００９４】
　（送電装置１００により送電電力を調整する手順）
　図８は、実施形態１において、送電装置１００により送電電力の増減量を決定する処理
手順を説明するためのフローチャートである。図８に示す処理は、送電装置１００が図６
のフローチャートに従って実パワーレベルを決定して送電を開始した後、送電装置１００
によって行われる処理である。なお、本フローチャートで説明される処理を制御するため
のプログラムは、ＣＰＵ１０７によって実行されるものであり、ＲＯＭ１０８に格納され
ている。
【００９５】
　Ｓ８０１において、ＣＰＵ１０７は、電子機器２００が保持するステータス交換用ＮＤ
ＥＦメッセージ情報をＮＦＣ通信部１０５により受信するまで待機する。そして、電子機
器２００からステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報を受信した場合は、ＣＰＵ１０７
は、ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報をＲＡＭ１０９に保持する。また、ＣＰＵ
１０７は、受信したステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報内のＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ
７０２が電子機器２００のステータス情報であることを確認する。この確認が終了するま
でＳ８０１において待機し、この確認が取れた場合に、次のＳ８０２に進む。
【００９６】
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　次に、Ｓ８０２において、ＣＰＵ１０７は、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４が"Ａ"、"Ｐ"
、"Ｒ"であることを確認する。そして、ＣＰＵ１０７は、Ｐａｙｌｏａｄ７０５が"１"で
あるか否かを判断する。この判断の結果、Ｐａｙｌｏａｄ７０５が"１"である場合はＳ８
０４に進み、そうでない場合はＳ８０３に進む。
【００９７】
　Ｓ８０４においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルを図６に示した手順によってＨ
ｉｇｈＰｏｗｅｒ（電子機器２００は１０Ｗまで受電可能）として決定したか否かを判断
する。この判断の結果、実パワーレベルをＨｉｇｈＰｏｗｅｒとして決定した場合はＳ８
０５に進み、そうでない場合はＳ８０６に進む。
【００９８】
　Ｓ８０５においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて電力生
成部１０３により生成される送電電力を現状より１Ｗ上げるよう制御して、処理を終了す
る。
【００９９】
　一方、Ｓ８０６においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルを図６に示した手順によ
ってＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒ（電子機器２００は５Ｗまで受電可能）として決定したか否
かを判断する。この判断の結果、実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒとして決定し
た場合はＳ８０７に進み、そうでない場合はＳ８０８に進む。
【０１００】
　Ｓ８０７においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて電力生
成部１０３により生成される送電電力を現状より０．５Ｗ上げるよう制御して、処理を終
了する。
　一方、Ｓ８０８においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて
電力生成部１０３により生成される送電電力を現状より０．１Ｗ上げるよう制御して、処
理を終了する。
【０１０１】
　一方、Ｓ８０３において、ＣＰＵ１０７は、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４が"Ａ"、"Ｐ"
、"Ｒ"であることを確認する。そして、ＣＰＵ１０７は、Ｐａｙｌｏａｄ７０５が"２"で
あるか否かを判断する。この判断の結果、Ｐａｙｌｏａｄ７０５が"２"である場合はＳ８
０９に進み、そうでない場合は処理を終了する。
【０１０２】
　Ｓ８０９においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルを図６に示した手順によってＨ
ｉｇｈＰｏｗｅｒ（電子機器２００は１０Ｗまで受電可能）として決定したか否かを判断
する。この判断の結果、実パワーレベルをＨｉｇｈＰｏｗｅｒとして決定した場合はＳ８
１０に進み、そうでない場合はＳ８１１に進む。
【０１０３】
　Ｓ８１０においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて電力生
成部１０３により生成される送電電力を現状より１Ｗ下げるよう制御して、処理を終了す
る。
【０１０４】
　一方、Ｓ８１１においては、ＣＰＵ１０７は、実パワーレベルを図６に示した手順によ
ってＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒ（電子機器２００は５Ｗまで受電可能）として決定したか否
かを判断する。この判断の結果、実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒとして決定し
た場合はＳ８１２に進み、そうでない場合はＳ８１３に進む。
【０１０５】
　Ｓ８１２においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて電力生
成部１０３により生成される送電電力を現状より０．５Ｗ下げるよう制御して、処理を終
了する。
　一方、Ｓ８１３においては、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３のアンプ電圧を変えて
電力生成部１０３により生成される送電電力を現状より０．１Ｗ下げるよう制御して、処
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理を終了する。
【０１０６】
　以上のように、実施形態１に係る送電装置１００によれば、受電機器である電子機器２
００の受電可能な電力レベルから決定される実パワーレベルに応じて、送電電力の増減要
求により送電電力の増減量を適切に決定することが可能となる。
【０１０７】
　［実施形態２］
　以下、実施形態２について説明する。なお、実施形態２に係る送電装置１００及び電子
機器２００の構成、並びに実パワーレベルを決定する処理については実施形態１と同様で
あるため、説明は省略する。以下、実施形態１と異なる点のみ、図面を参照して説明する
。
【０１０８】
　（ステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例）
　図９は、実施形態２において、電子機器２００のＲＯＭ２０７またはＲＡＭ２０８に保
持されているステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報の例を示す図である。図９のステ
ータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報において、ＮＤＥＦヘッダ７０１、ＲｅｃｏｒｄＴ
ｙｐｅ７０２、ＮＤＥＦヘッダ７０３、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４及びＰａｙｌｏａｄ
７０５は、それぞれ図７と同様であるため、説明は省略する。
【０１０９】
　図９において、ＮＤＥＦヘッダ７０３、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４、Ｐａｙｌｏａｄ
７０５、及びＰａｙｌｏａｄ９０６により、無線電力伝送の対応機器から送電電力の増減
を要求するためのＮＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄが構成される。
【０１１０】
　Ｐａｙｌｏａｄ９０６は、無線電力伝送の対応機器が要求する送電電力の増加カウント
または減少カウント（増減ステップ数）を示す。例えば、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"１"で
Ｐａｙｌｏａｄ９０６が"５"の場合は、無線電力伝送の対応機器が送電電力を現状よりも
５カウント分増加することを要求することを意味する。また、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"
２"でＰａｙｌｏａｄ９０６が"３"の場合、無線電力伝送の対応機器が送電電力を現状よ
りも３カウント分減少することを要求することを意味する。送電装置１００は、ＮＦＣ通
信により電子機器２００が保持するステータス交換用ＮＤＥＦメッセージ情報におけるＮ
ＤＥＦ　Ｒｅｃｏｒｄ（ＮＤＥＦヘッダ７０３、ＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ７０４、Ｐａｙｌ
ｏａｄ７０５及びＰａｙｌｏａｄ９０６）を取得する。これにより、送電装置１００は、
電子機器２００による送電電力の増減要求をその増減カウント数とともに得ることが可能
となる。
【０１１１】
　（送電装置１００により送電電力を調整する手順）
　図１０は、実施形態２において、送電装置１００により送電電力の増減量を決定する処
理手順を説明するためのフローチャートである。図１０に示す処理は、送電装置１００が
図６のフローチャートに従って実パワーレベルを決定して送電を開始した後、送電装置１
００によって行われる処理である。なお、本フローチャートで説明される処理を制御する
ためのプログラムは、ＣＰＵ１０７によって実行されるものであり、ＲＯＭ１０８に格納
されている。また、図８と同じ処理については図８と同じ符号を付しており、これらの処
理の説明は省略する。以下、図８と異なる部分について説明する。
【０１１２】
　Ｓ８０４の判断の結果、ＣＰＵ１０７が実パワーレベルをＨｉｇｈＰｏｗｅｒ（電子機
器２００は１０Ｗまで受電可能）として決定した場合は、Ｓ１００１に進む。そして、Ｓ
１００１において、ＣＰＵ１０７は、送電電力の増加単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）を０．
１Ｗとし、Ｓ１００７に進む。
【０１１３】
　また、Ｓ８０６の判断の結果、ＣＰＵ１０７が実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅ
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ｒ（電子機器２００は５Ｗまで受電可能）として決定した場合は、Ｓ１００２に進み、そ
うでない場合、ステップＳ１００３に進む。
【０１１４】
　Ｓ１００２においては、ＣＰＵ１０７は、送電電力の増加単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）
を０．０５Ｗとし、Ｓ１００７に進む。
　一方、Ｓ１００３においては、ＣＰＵ１０７は、送電電力の増加単位（ＰｏｗｅｒＳｔ
ｅｐ）を０．０１Ｗとし、Ｓ１００７に進む。
【０１１５】
　一方、Ｓ８０９の判断の結果、ＣＰＵ１０７が実パワーレベルをＨｉｇｈＰｏｗｅｒ（
電子機器２００は１０Ｗまで受電可能）として決定した場合は、Ｓ１００４に進む。そし
て、Ｓ１００４において、ＣＰＵ１０７は、送電電力の減少単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）
を０．１Ｗとし、Ｓ１００８に進む。
【０１１６】
　また、Ｓ８１１の判断の結果、ＣＰＵ１０７が実パワーレベルをＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅ
ｒ（電子機器２００は５Ｗまで受電可能）として決定した場合は、Ｓ１００５に進み、そ
うでない場合、Ｓ１００６に進む。
【０１１７】
　Ｓ１００４においては、ＣＰＵ１０７は、送電電力の減少単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）
を０．０５Ｗとし、Ｓ１００８に進む。
　一方、Ｓ１００６においては、ＣＰＵ１０７は、送電電力の減少単位（ＰｏｗｅｒＳｔ
ｅｐ）を０．０１Ｗとし、Ｓ１００８に進む。
【０１１８】
　Ｓ１００７においては、ＣＰＵ１０７は、Ｐａｙｌｏａｄ９０６の送電電力の増加カウ
ント（ＰｏｗｅｒＣｏｕｎｔ）と送電電力の増加単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）とを乗じた
電力を送電電力の増加量として決定する。そして、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１０３の
アンプ電圧を変えて電力生成部１０３により生成される送電電力を、決定した増加量分だ
け現状より上げるよう制御して、処理を終了する。
【０１１９】
　例えば、実パワーレベルがＨｉｇｈＰｏｗｅｒであり、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"１"で
、Ｐａｙｌｏａｄ９０６が"３"の場合は、送電電力の増加量は、送電電力の増加カウント
（３）×送電電力の増加単位（０．１Ｗ）＝０．３Ｗと決定される。また、例えば、実パ
ワーレベルがＬｏｗＰｏｗｅｒであり、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"１"で、Ｐａｙｌｏａｄ
９０６が"２"の場合は、送電電力の増加量は、送電電力の増加カウント（２）×送電電力
の増加単位（０．０１Ｗ）＝０．０２Ｗと決定される。
【０１２０】
　一方、Ｓ１００８においては、ＣＰＵ１０７は、Ｐａｙｌｏａｄ９０６の送電電力の減
少カウント（ＰｏｗｅｒＣｏｕｎｔ）と送電電力の減少単位（ＰｏｗｅｒＳｔｅｐ）とを
乗じた電力を送電電力の減少量として決定する。そして、ＣＰＵ１０７は、電力生成部１
０３のアンプ電圧を変えて電力生成部１０３により生成される送電電力を、決定した減少
量分だけ現状より下げるよう制御して、処理を終了する。
【０１２１】
　例えば、実パワーレベルがＭｉｄｄｌｅＰｏｗｅｒであり、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"
２"で、Ｐａｙｌｏａｄ９０６が"５"の場合は、送電電力の減少量は、送電電力の減少カ
ウント（５）×送電電力の減少単位（０．０５Ｗ）＝０．２５Ｗと決定される。また、例
えば、実パワーレベルがＬｏｗＰｏｗｅｒであり、Ｐａｙｌｏａｄ９０５が"２"で、Ｐａ
ｙｌｏａｄ９０６が"４"の場合は、送電電力の減少量は、送電電力の減少カウント（４）
×送電電力の減少単位（０．０１Ｗ）＝０．０４Ｗと決定される。
【０１２２】
　以上のように、実施形態２に係る送電装置１００は、受電機器である電子機器２００の
受電可能な電力レベルから決定される実パワーレベルに応じて、送電電力の増減要求によ
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り送電電力の増減量をより適切に決定することが可能となる。
【０１２３】
　［実施形態１および２の変形例］
　実施形態１および２において、送電装置１００及び電子機器２００は、ＮＦＣに準拠し
た無線通信を行うものとした。しかし、送電装置１００及び電子機器２００は、近接無線
通信を行うものであれば、ＮＦＣに準拠した無線通信以外の近接無線通信を行うものであ
っても良いものとする。送電装置１００及び電子機器２００は、ＮＦＣ規格に準拠した無
線通信の代わりに、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）規格に準拠した無線通信を行うものであっ
てもよいものとする。
【０１２４】
　また、送電装置１００及び電子機器２００は、ＮＦＣに準拠した無線通信の代わりに、
ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎに準拠した
無線通信を行うものであってもよいものとする。また、送電装置１００及び電子機器２０
０は、ＮＦＣに準拠した無線通信の代わりに、ＭＩＦＡＲＥ（登録商標）規格（ＩＳＯ／
ＩＥＣ　１４４４３）に準拠した無線通信を行うものであってもよいものとする。また、
送電装置１００及び電子機器２００は、ＮＦＣに準拠した無線通信の代わりに、Ｔｒａｎ
ｓｆｅｒＪｅｔ（登録商標）規格に準拠した無線通信を行うものであってもよいものとす
る。
【０１２５】
　また、実施形態１および２において、送電装置１００と電子機器２００との間で共振を
行うために、送電アンテナ１０６の共振周波数及び受電アンテナ２０１の共振周波数が１
３．５６ＭＨｚになるようにした。しかし、これに限られないものとする。例えば、送電
装置１００及び電子機器２００が、ＮＦＣに準拠した無線通信の代わりに、Ｔｒａｎｓｆ
ｅｒＪｅｔ規格に準拠した無線通信を行う場合、送電アンテナ１０６の共振周波数及び受
電アンテナ２０１の共振周波数が４．４８ＧＨｚになるようにする。また、送電装置１０
０が磁界共鳴方式の代わりに、Ｑｉ規格に対応する無線電力伝送を行う場合、送電アンテ
ナ１０６の共振周波数及び受電アンテナ２０１の共振周波数が１００ｋＨｚ～２５０ｋＨ
ｚの間のいずれか一つの周波数になるようにしてもよい。また、送電アンテナ１０６の共
振周波数及び受電アンテナ２０１の共振周波数が６．７８ＭＨｚ、または数百ｋＨｚ以下
の周波数になるようにしてもよい。
【０１２６】
　また、実施形態１および２において、無線通信部１１２及び無線通信部２１８は、無線
ＬＡＮ規格に準拠する通信を行うものとした。しかし、これに限られないものとする。例
えば、無線通信部１１２及び無線通信部２１８は、無線ＬＡＮ規格に準拠する無線通信の
代わりに、Ｂｌｕｅ　Ｔｏｏｔｈ（登録商標）規格に準拠する無線通信を行うようにして
もよい。
【０１２７】
　また、例えば、無線通信部１１２及び無線通信部２１８は、無線ＬＡＮ規格に準拠する
無線通信の代わりに、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ（登録商標）規格に準拠する無線通信を行う
ようにしてもよい。また、例えば、無線通信部１１２及び無線通信部２１８、無線ＬＡＮ
規格に準拠する無線通信の代わりに、ＷＨＤＩ（登録商標）規格に準拠する無線通信を行
うようにしてもよい。
【０１２８】
　また、例えば、送電装置１００は、無線通信部１１２の代わりに有線通信部を有し、送
電装置１００は、無線通信部１１２の代わりに有線通信部を有し、電子機器２００は、無
線通信部２１８の代わりに有線通信部を有するようにしてもよい。この場合、送電装置１
００における有線通信部及び電子機器２００における有線通信部は、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ
－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）（登録商標）規
格に準拠した通信を行うようにしてもよい。また、この場合、送電装置１００における有
線通信部及び電子機器２００における有線通信部は、Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐｏｒｔ（登録商
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標）規格に準拠した通信を行うようにしてもよい。
【０１２９】
　［実施形態３］
　実施形態１および２で説明した様々な機能、処理及び方法は、パーソナルコンピュータ
、マイクロコンピュータ、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
などがプログラムを用いて実現することもできる。以下、実施形態３では、パーソナルコ
ンピュータ、マイクロコンピュータ、ＣＰＵなどを「コンピュータＸ」と呼ぶ。また、実
施形態３では、コンピュータＸを制御するためのプログラムであって、実施形態１および
２で説明した様々な機能、処理及び方法を実現するためのプログラムを「プログラムＹ」
と呼ぶ。
【０１３０】
　実施形態１および２で説明した様々な機能、処理及び方法は、コンピュータＸがプログ
ラムＹを実行することによって実現される。この場合において、プログラムＹは、コンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体を介してコンピュータＸに供給される。実施形態３におけ
るコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、ハードディスク装置、磁気記憶装置、光記憶
装置、光磁気記憶装置、メモリカード、揮発性メモリ、不揮発性メモリなどの少なくとも
一つを含む。実施形態３におけるコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、ｎｏｎ－ｔｒ
ａｎｓｉｔｏｒｙ（非一時的）な記憶媒体である。
【符号の説明】
【０１３１】
　１０５　ＮＦＣ通信部
　１０６　送電アンテナ
　１０７　ＣＰＵ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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